





























































る。これらは彼自身による同質のタイトル技法 泣き笑う美曲たちの一部だ。つまりザッパは屈託ある芸術家でもなければ、ゲテモノ愛好家でもない。抗熱と哄笑をエネルギイとする美学者なのだ。笑いは常に無限指数の覚醒と美の産物として呼び出され、実際の い声も音盤に極ま が例えば“Prelude to the A











   始自玩芳物，行當念徂春。聊舒遠世踪，坐望還山雲。




















“Toads of the Short Forest ”が可笑しく温かく囁く。
韋応物もそのホーンテッドでユニヴァーサルな詩に歌う
ように、 〈文学〉や〈音楽〉とは絶対的な時間の遅れのなかで、失われた ひと を見つめる。いい加減に過ぎゆく時間と圧倒的な暴力の現実とによって失われてしまった〈ひと〉と交感し、その声＝〈いのち〉 聴き読む。
今日もし、君が地球上の道を行くならば。レコード盤を












ッパの天体 中でも頭の中に巡らせやす 音た だレコード盤は君の行動を首を長くして、溝を深 して、待つ。それは地球 対してやさしく走ることでもあります。
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